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い。「情動論的転回 emotional turn」という言葉も使われているようである。 























































































































































































プリンツ説の「評価 Appraisal 」はダマシオ説の「マーカ  ー Marker 」に対応している。す
なわち、情動とは単なる対象の知覚ではなく対象の価値（有益・有害）の評価であって、
適応的行動への誘因として機能するものであるということである。 
	 それでは、プリンツ説の「洗練・発展」はどこにあるのか。それは、「表象 representation 」
概念を規定したうえで、表象としての情動の特性を論じたという点にある(11)。プリンツは
ドレツキの表象理論に立脚する(12)。ドレツキによると、ｘがｙを表象 represent する、と言
えるためには、ｘがｙが生じたという情報を担っている carry information だけでは不充分
である。ｘがｙを表象していると言えるためには、さらに、ｙが生じたという情報を担う





彼は、〈情動の認知説〉に立つ心理学者ラザルスの用語「中核的関係主題 core relational 



















































































	 そこで私は、別タイプの情動へと焦点を移す。それは、私が「人間的に複雑な情動 humanly 
complicated emotions 」と呼ぶものであり、世界・社会・人間のあり方についての認知が係

























































	 スピノザによると基本情動は 3 つある。「欲望 cupiditas 」「喜び laetitia 」「悲しみ tristitia 」
である。これらのうち軸となるのは欲望である。欲望が促進 juvare されるときには喜びが




























	 Ｃ〔ｘ〕	 	 	 ↑	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ｃ〔ｘ〕	 	 	 ↓ 
	                   	 Ｌ入れ	 	 	 	 	                     	 Ｔ入れ 
	 	 	 	 	 Ｌ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ｔ 
	 Ｌ	 	  Ｐｒ（ｘ）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    Ｔ	 	  Ｐｒ（ｘ） 
	 	                 	 Ａｍ入れ	 	 	 	 	 	                      	 Ｏｄ入れ 
	 	  	 Ａｍ〔ｘ〕	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	      Ｏｄ〔ｘ〕(22) 
	 	  	 Ａｍ〔ｘ〕	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	     Ｏｄ〔ｘ〕 
	 	                 	 ＋Ｃ入れ	 	 	 	 	                     	 －Ｃ入れ 























	 ＋Ｃ〔ｓ〕	 	 ↑  
	                   	 Ｌ入れ 
	 	 	 	 	 Ｌ	 	 	 	 Ｐｒ（ａ） 
	 	 	 	                       	 Ａｍ入れ 
	 	 	 	 	 	 	 	 Ａｍ〔ａ〕 
	 	 	 	 	 	 	               	 ＋Ｃ入れ 
	 	 	 	 	 	 	 	 ＋Ｃ〔ａ〕	 	 ↓ 
	 	 	 	 	 	 	 	                   	 Ｔ入れ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ｔ	 	 	 	 	 	 Ｐｒ（ｂ） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                           	 Ｏｄ入れ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Ｏｄ〔ｂ〕 



















自己への憎しみ odium sui ではなく、その憎しみを構成する自己評価が過度に低いものな
のである。対人不安をスピノザ説で扱うのはやや難しい。そもそもスピノザは「不安」と

























(3) この意味で、ダマシオの有名な著作 (Damasio 2006 [1994]) のタイトルが「デカルトの誤り」であると
いうことは非常にミスリーディングである。なお、同書におけるデカルト『情念論』への言及は奇妙にも
わずか１箇所（p.124）にとどまり、その箇所もデカルトの情念論のポイントに係るものではない。 
(4) デカルトは『情念論』第 1 部 40 項で次のように言う。「人間におけるあらゆる情念の主要な効果は、
情念が人間の身体にさせようとしている事がらを、精神にもまたさせようとして、精神を促し方向づける
ことである〔略〕。たとえば「怖れ」の感情は、精神に対して、逃げることを意志せよと促し、「大胆」の
感情は、戦うことを意志せよと促し、その他も同様なのである」（デカルト 1978: 434）。 
(5) デカルトAT 版全集 Vol.11: 326。 
(6) Cf. ジェームズ 1939: 178-180; 大平 2010: 12-15。 
(7) よく知られているように、このことをジェームズは「泣くから悲しいのであり、悲しいから泣くでは
ない we are sad because we cry; we don't cry because we are sad 」と象徴的に表現した（cf. 大平 2010: 12）。 
(8) Damasio (2006 [1994]) の第 1～2 章では、このタイプに属する症例として、19 世紀アメリカのフィネア
ス・ゲージの有名なケースが、解剖学的な新知見も駆使されながら詳しく紹介されている。 
(9) ダマシオは次のように言う。「ソマティックマーカーが作用する経路は一つだけではなく、意識を通
るものと意識を通らないものとがある」(Damasio, 2006 [1994]: 184; ダマシオ 2010: 287)。 
(10) 英語では"gut feeling"と表現されることがある。この表現はDamasio (2006 [1994]) でも登場する
(p.173)。 
(11) ダマシオもDamasio (2004 [1994]) のさまざまな箇所で「表象 representation」という語を用いている
が、「表象」の概念規定を行っているわけではない。 
(12) ドレツキの表象理論については戸田山（2016）第 3 章も参照した。 
(13) ここで私は、人間的に複雑な情動の事例として自己否定的なもののみを取り挙げるが、もちろん自
己肯定的なものもある。例えば、自己高揚 self-enhancement や万能感 feeling of omnipotence である。ただ
し、自己肯定的であることと健全であることとは別である。万能感は健全な情動ではない。 


























(23) Cf.『エチカ』第 3 部命題 39。 
(24) 対象に対するこのネガティヴな欲望が、スピノザによると「怒り ira 」である。 
(25) Cf.『エチカ』第 3 部命題 22、およびその備考。 
(26) Cf.『エチカ』第 3 部命題 22、およびその備考。 
(27) Cf.『エチカ』第 3 部、感情の定義、23 項。 





(30) Cf.『エチカ』第 3 部、感情の定義、28-9 項。 
(31) Cf.『エチカ』第 3 部命題 12 備考 2。 
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